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そ
の
後
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
三
）
頃
に
慶
長
版
を
一
部
訂
正
し
、

訓
点
・
返
り
点
を
付
し
た
覆
刻
製
版
本
（
寛
永
頃
版
本
）
が
刊
行
さ
れ
た
と
い

う（
１
）

。
そ
の
後
刷
本
が
、
広
く
流
布
し
た
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
版
と
さ
れ
る
。

本
資
料
に
は
刊
記
が
な
く
、
慶
長
一
五
年
の
野
子
三
白
の
跋
の
み
で
終
わ
る
。

小
倉
慈
司
氏
は
、
寛
文
九
年
の
刊
記
が
な
い
無
刊
記
本
は
、
基
本
的
に
寛
永
頃

版
本
と
み
て
良
い
と
い
う
。
ま
た
、
寛
永
頃
版
本
で
も
国
立
公
文
書
館
蔵
の
岩

垣
菊
苗
本
と
元
政
本
で
は
違
い
が
あ
り
、
岩
垣
菊
苗
本
は
慶
長
四
年
の
清
原
国

賢
跋
を
巻
二
に
置
き
、
元
政
本
は
巻
三
〇
最
末
尾
に
置
く
。
さ
ら
に
、
岩
垣
菊

苗
本
の
誤
字
を
元
政
本
が
正
し
て
お
り
、
元
政
本
の
方
が
新
し
い
と
す
る（

２
）

。

本
資
料
は
、
清
原
国
賢
跋
が
巻
三
〇
の
最
末
尾
に
あ
り
、
小
倉
氏
が
述
べ
る

文
字
の
異
同
も
元
政
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
元
政
本
に
は
な
い
訓
点
や
返
り
点

が
あ
る
こ
と
が
疑
問
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
寛
永
頃
版
本
と
さ
れ
る
赤
塚

芸
庵
手
校
本
（
大
和
文
華
館
蔵
）
に
も
元
政
本
に
は
な
い
訓
点
・
返
り
点
が
あ
り
、

し
か
も
字
形
や
位
置
が
本
資
料
と
異
な
る
。
と
も
に
書
き
入
れ
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
寛
文
九
年
版
本
も
第
一
種
本
と
第
二
種
本
に
分
類
さ
れ
、
第
二
種
本

は
第
一
種
本
と
は
字
形
が
異
な
り
、
返
り
点
も
多
く
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
第

二
種
本
が
新
版
木
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る（

３
）

。
本
資
料
の
字
形
は
寛
永
頃
版
本
や

第
一
種
本
と
同
じ
で
あ
り
、
返
り
点
も
第
二
種
本
と
は
字
形
等
が
異
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
寛
永
頃
版
本
と
同
様
の
特
徴
を

有
す
る
が
、
訓
点
・
返
り
点
に
疑
問
を
残
す
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。

見
返
し
の
蔵
書
印
か
ら
は
、
本
資
料
を
黒
田
亮
が
昭
和
八
年
一
一
月
二
五
日

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
蔵

『
日
本
書
紀
』
解
題

吉
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（
貴
重
書
番
号
：
ロ
1（
）

［ 

体　

 

裁 

］　

版
本
、
袋
綴
、
五
つ
目
綴
、
三
〇
巻
一
五
冊

［ 

表　

 

紙 

］　

紺
表
紙
、
題
簽
「
日
本
書
紀
」

［ 

料　

 

紙 

］　

楮
紙

［ 

行　

 

数 

］　

八
行
一
八
字
詰

［ 

寸　

 

法 

］　

縦
二
七
・
五
㎝
、
横
一
九
・
四
㎝

［ 

刊　

 

年 

］　

無
刊
記

［ 

蔵
書
印 

］　

題
簽
：「
田
近
」。
表
紙
見
返
し
：「
昭
和
八
年
十
一
月
廿
五

日
／
黒
田
亮
文
庫
／
於
岐
阜
求
之
」。
冊
首
：
ａ
「
神
楽
園
」、

ｂ
「
静
聴
館
／
蔵
書
記
」、
ｃ
「　

年　

月　

日
／
黒
田
亮

文
庫
／　

之
」、
ｄ
「
山
﨑
／
氏
印
」、
ｅ
「
本
田
／
蔵
書
」。

冊
尾
：「
貴
／
栄
」（
黒
印
。
最
終
第
一
五
冊
の
み
欠
）

［ 

摘　

 

要 

］　

巻
二
九
の
四
二
丁
落
丁

　
【
解
説
】

『
日
本
書
紀
』
全
巻
の
刊
行
は
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
の
古
活
字
版
で
、
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奈良県立万葉文化館蔵『日本書紀』解題（吉原）

に
岐
阜
で
入
手
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
黒
田
亮
は
、
明
治
二
三
年
生
ま
れ
の
心

理
学
者
で
、
昭
和
二
二
年
に
岐
阜
県
で
亡
く
な
っ
て
い
る（

４
）

。
ま
た
、
い
く
つ
か

の
冊
の
裏
表
紙
見
返
し
に「
岐
阜
市
／
大
衆
書
房
」の
シ
ー
ル
が
貼
付
し
て
あ
る
。

巻
一
六
の
裏
表
紙
見
返
し
に
は
、「
従
初
巻
至
十
六
巻
／
書
紀
集
解
本
校
合

天
保
六
年
乙
未
正
月
書
入
（
花
押
）」
と
あ
り
、巻
一
六
ま
で
は
天
保
六
年
（
一

八
三
五
）
正
月
ま
で
に
書
き
入
れ
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

巻
二
九
・
四
二
丁
の
落
丁
に
よ
り
欠
損
し
て
い
る
本
文
は
、
天
武
一
四
年
五

月
甲
子
条
の
冒
頭
「
甲
子
」
の
後
か
ら
、
同
年
九
月
壬
子
条
「
天
皇
宴
于
旧
安

殿
之
庭
」
の
う
ち
「
天
皇
宴
于
」
ま
で
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
一
五
の
一
丁
は
、

蔵
書
印
が
ｃ
ｄ
ｅ
だ
け
で
あ
り
、
二
丁
オ
に
ａ
ｂ
が
押
さ
れ
る
。
落
丁
し
て
い

た
一
丁
を
後
に
追
補
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、一
丁
の
み
料
紙
・
版
式
と
も
異
な
る
。

註
（
１
）『
日
本
書
紀
撰
進
千
二
百
年
紀
年
会
編
『
日
本
書
紀
古
本
集
影
』
一
九
二
〇
年
。

（
２
）
小
倉
慈
司
「
古
活
字
本
・
版
本
『
日
本
書
紀
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
新
川
登
亀
男
・

早
川
万
年
編
『
史
料
と
し
て
の
『
日
本
書
紀
』』
勉
誠
出
版
）
二
〇
一
一
年
。

（
1
）
中
村
啓
信
氏
（「
寛
文
九
年
版
『
日
本
書
紀
』」（
古
事
記
学
会
創
立
五
十
周
年
記

念
実
行
委
員
会
編
『
古
事
記
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念
展
示
書
目
解
題
』）
二
〇

〇
三
年
。

（
４
）『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典　

小
項
目
事
典
』
テ
ィ
ー
ビ
ー
エ
ス
・
ブ
リ
タ

ニ
カ
、
二
〇
一
四
年
。

『日本書紀』奈良県立万葉文化館所蔵
巻三〇　七丁オ

二行目の「誄」は第二種本では「誅」になる。

『日本書紀』奈良県立万葉文化館所蔵
巻三〇　野子三白跋
四書肆の刊記がない。


